
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

担

当

課

（

室

）

目

次

【

告

示

】

○

岡

山

県

補

助

金

等

交

付

規

則

の

規

定

に

よ

る

補

建

築

指

導

課

助

金

等

の

名

称

等

の

制

定

の

一

部

改

正

（

県

例

規

集

登

載

）

○

包

括

外

部

監

査

契

約

の

締

結

行

政

改

革

推

進

室

○

優

良

図

書

の

推

奨

男

女

共

同

参

画

青

少

年

課

○

有

害

図

書

の

指

定

〃

○

指

定

居

宅

サ

ー

ビ

ス

等

の

事

業

の

廃

止

長

寿

社

会

課

○

保

安

林

の

解

除

予

定

治

山

課

○

〃

〃

○

都

市

計

画

下

水

道

の

事

業

計

画

の

変

更

認

可

都

市

計

画

課

【

公

告

】

○

都

市

計

画

の

変

更

に

係

る

図

書

の

写

し

の

縦

覧

〃

【

人

事

委

員

会

】

○

管

理

職

手

当

に

関

す

る

規

則

の

一

部

を

改

正

す

人

事

委

員

会

る

規

則

（

県

例

規

集

登

載

）

岡

山

県

公

報

平成２８年４月１２日 第１１７７７号



岡
山
県
告
示
第
二
百
五
十
一
号

◎
昭
和
四
十
一
年
岡
山
県
告
示
第
五
百
十
三
号
（
岡
山
県
補
助
金
等
交
付
規
則
の
規
定
に
よ
る
補
助
金

等
の
名
称
等
の
制
定
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
八
年
度
分
の
補
助
金
か
ら
適
用
す

る
。

平
成
二
十
八
年
四
月
十
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

表
土
木
部
の
部
公
共
下
水
道
建
設
事
業
費
補
助
金
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

岡
山
県
空
き
家

適
正
な
管
理
が

市
町
村

空
き
家
等
の
除
却
工

１

所
有
者
等
が
空

等
除
却
事
業
費

行
わ
れ
て
い
な

事
に
要
す
る
経
費

き
家
等
を
除
却
す

補
助
金

い
空
き
家
等
の

る
場
合

補
助
対

除
却
の
促
進

象
経
費
の
う
ち
、

市
町
村
が
所
有
者

等
に
補
助
す
る
費

用
（
市
町
村
負
担

分
に
限
る

）
の

。

二
分
の
一
以
内
。

た
だ
し
、
一
の
空

き
家
等
に
つ
き
二

十
五
万
円
を
限
度

と
す
る
。

２

所
有
者
等
か
ら

空
き
家
等
及
び
そ

の
土
地
の
寄
付
を

受
け
、
市
町
村
が

空
き
家
等
を
除
却

す
る
場
合

補
助

対

象

経

費

の

う

ち
、
市
町
村
が
負

担
す
る
費
用
の
二

平成２８年４月１２日　岡山県公報　第１１７７７号



分
の
一
以
内
。
た

だ
し
、
一
の
空
き

家
等
に
つ
き
二
十

五
万
円
を
限
度
と

す
る
。

平成２８年４月１２日　岡山県公報　第１１７７７号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
五
十
二
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
三
十
六
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
、
包
括
外
部
監
査
契
約
を
次
の
と
お
り
締
結
し
た
。

平
成
二
十
八
年
四
月
十
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

包
括
外
部
監
査
契
約
の
期
間
の
始
期

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日

二

包
括
外
部
監
査
契
約
を
締
結
し
た
者
に
支
払
う
べ
き
監
査
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
方
法

基
本
費
用
、
執
務
費
用
及
び
実
費
と
す
る
。

三

包
括
外
部
監
査
契
約
を
締
結
し
た
者
の
氏
名
及
び
住
所

氏
名

青
木

靖
英

住
所

岡
山
県
岡
山
市
北
区
栢
谷
一
〇
〇
五
番
地
一

四

包
括
外
部
監
査
契
約
を
締
結
し
た
者
に
支
払
う
べ
き
監
査
に
要
す
る
費
用
の
支
払
方
法

監
査
の
結
果
に
関
す
る
報
告
の
提
出
後
に
一
括
払
を
す
る
。
た
だ
し
、
業
務
の
実
施
上
必
要
と
認

め
る
と
き
は
、
前
金
払
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

平成２８年４月１２日　岡山県公報　第１１７７７号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
五
十
三
号

。

岡
山
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例

昭
和
五
十
二
年
岡
山
県
条
例
第
二
十
九
号

第
七
条
の
規
定
に
よ
り

青
少
年
の
健
全
な
育
成
の
た
め
特
に
有
益
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
図
書
を
次
の
と
お
り
推
奨
す
る

）
（

、

平
成
二
十
八
年
四
月
十
二
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

番
号

図
書

名
著

者
発

行
所

対
象

１
ぼ
く
は
い
っ
た
い
な
ん
や
ね
ん

岡
田

よ
し
た
か

著
佼
成
出
版
社

幼
児

２
え
ん
ぎ
が
い
い

雨
宮

尚
子

作
・
絵

白
泉

社
小
学
生
（
低
）

３
ゆ
う
か
ん
な
猫
ミ
ラ
ン
ダ

エ
レ
ナ
ー
・
エ
ス
テ
ィ
ス

著
岩

波
書

店
〃

（
中
）

エ
ド
ワ
ー
ド
・
ア
ー
デ
ィ
ゾ
ー
ニ

絵

津
森

優
子

訳

４
せ
か
い
の
は
て
の
む
こ
う
が
わ

た
な
か

や
す
ひ
ろ

作
Ｂ

Ｌ
出

版
〃

（
中
）

５
Ｗ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｒ
（
ワ
ン
ダ
ー
）

Ｒ
・
Ｊ
パ
ラ
シ
オ

作
ほ
る
ぷ
出
版

〃
（
高
）

中
井

は
る
の

訳

６
な
り
た
て
中
学
生

初
級
編

ひ
こ
・
田

中
著

講
談

社
〃

（
高
）

７
２
１
歳
男
子
、
過
疎
の
山
村
に
住
む
こ
と
に
し
ま
し
た

水
柿

大
地

著
岩
波
ジ
ュ
ニ
ア
新
書

中
学

生

平成２８年４月１２日　岡山県公報　第１１７７７号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
五
十
四
号

岡
山
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例

昭
和
五
十
二
年
岡
山
県
条
例
第
二
十
九
号

第
十
条
第
一
項
の
規

）
（

定
に
よ
り

青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
図
書
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る

、

。

平
成
二
十
八
年
四
月
十
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

番
号

種
別

名
称

発
行
者
等

１
月
刊
誌

裏
モ
ノ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

５
月
号

鉄
人

社

２
〃

恋
愛
白
書
パ
ス
テ
ル

５
月
号

宙
出

版

３
〃

恋
愛
天
国
パ
ラ
ダ
イ
ス

５
月
号

竹
書

房

平成２８年４月１２日　岡山県公報　第１１７７７号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
五
十
五
号

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
七
十
五
条
第
二
項
及
び
第
百
十
五
条
の
五
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
及
び
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業

を
廃
止
す
る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
八
年
四
月
十
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

医
療
法
人
社
団
井
口
会

２

所
在
地

岡
山
県
真
庭
市
落
合
垂
水
二
五
一

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

総
合
病
院

落
合
病
院

２

所
在
地

岡
山
県
真
庭
市
落
合
垂
水
二
五
一

三

廃
止
年
月
日

平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日

四

介
護
保
険
事
業
所
番
号

三
三
一
三
四
一
〇
〇
八
〇

五

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

短
期
入
所
療
養
介
護

介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護

平成２８年４月１２日　岡山県公報　第１１７７７号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
五
十
六
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
農
林
水
産
大
臣

か
ら
次
の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
八
年
四
月
十
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

解
除
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

瀬
戸
内
市
邑
久
町
尻
海
字
殿
屋
敷
四
九
六
の
五

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

平成２８年４月１２日　岡山県公報　第１１７７７号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
五
十
七
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
農
林
水
産
大
臣

か
ら
次
の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
八
年
四
月
十
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

解
除
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

倉
敷
市
祐
安
字
青
江
二
〇
三
一
の
四
、
酒
津
字
狼
谷
二
〇
四
二
の
二
三
、
字
青
江
山
二
一
六
一
の

四
二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

解
除
の
理
由

指
定
理
由
の
消
滅

平成２８年４月１２日　岡山県公報　第１１７７７号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
五
十
八
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
岡
山
県
南
広

域
都
市
計
画
下
水
道
事
業
岡
山
公
共
下
水
道
の
事
業
計
画
の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

平
成
二
十
八
年
四
月
十
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

施
行
者
の

事
業
の
種
類
及
び
名
称

事

業

施

行

期

間

事

業

地

名

称

岡
山
市

岡
山
県
南
広
域
都
市
計

昭
和
二
十
七
年
十
月
一
日

収
用
の
部
分

画
下
水
道
事
業

か
ら

な
し

岡
山
公
共
下
水
道

平
成
三
十
二
年
三
月
三
十

使
用
の
部
分

一
日
ま
で

な
し

平成２８年４月１２日　岡山県公報　第１１７７７号



〔
一
五
一
〕
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
倉
敷
市
か
ら
岡
山
県
南
広
域
都
市
計
画
特
別
用
途
地
区
及
び
岡

山
県
南
広
域
都
市
計
画
用
途
地
域
に
つ
い
て
の
都
市
計
画
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け

た
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該

写
し
を
次
の
と
お
り
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
八
年
四
月
十
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

都
市
計
画
の
種
類

岡
山
県
南
広
域
都
市
計
画
特
別
用
途
地
区

岡
山
県
南
広
域
都
市
計
画
用
途
地
域

二

都
市
計
画
の
変
更
年
月
日

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
九
日

三

縦
覧
場
所

岡
山
県
土
木
部
都
市
局
都
市
計
画
課

な
お
、
原
本
は
、
倉
敷
市
役
所
都
市
計
画
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平成２８年４月１２日　岡山県公報　第１１７７７号



岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
二
十
三
号

◎

管
理
職
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
八
年
四
月
十
二
日

岡
山
県
人
事
委
員
会
委
員
長

森

義

郎

管
理
職
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

管
理
職
手
当
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
二
十
九
年
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
中
「
職
務
の
級
」
を
「
等
級
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
の
注
中
「
級
別
標
準
職
務
表
の
級
」
を
「
給
与
条
例
別
表
第
六
の
等
級
別
基
準
職
務
表
の

等
級
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
及
び
別
表
第
三
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

職
務
の
級

等
級

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
管
理
職
手
当
に
関
す
る
規
則
の
規
定
は
、
平
成

二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平成２８年４月１２日　岡山県公報　第１１７７７号


